
『カスリン･アイオン台風７０年』 

～風化させない歴史とつなげる未来～ 

◆編集後記◆ 職場体験に来た中学生を見て、自分にもこんな時代があっなぁ～…と、懐かしい気持ちになりま
した。色々なことをいっぱい体験して、将来の夢をどんどん広げていって欲しいな、と思います♪(や) 

 7月3日～5日の3日間、一関出張所に市内
の桜町中学校2年生（2名）が社会体験学習に
訪れました。体験学習では、現場見学や維持
管理体験をとおして、治水対策の重要性や災
害への備えなどを学んでもらいました。 
 今回の経験が日常生活や、将来の進路決定
の一助になれば幸いです♪  

 1日目は、北上川学習交流館「あいぽーと」で治水対策や一関遊水地事業の目的について学習。午後に
は、現在建設中の舞川水門や大林水門など遊水地内の各現場を見学してもらいました。 

 2日目は、平泉町立長島小学校5年生の児童らと「水生生物調査」を実施し、磐井川の水質調査を手伝っ
てもらいました。午後は、維持工事で使用されている大型遠隔操作式草刈り機の操縦を体験しました。 

 3日目は、岩手・宮城内陸地震で被災した市野々原・祭畤地区の遺構公園を見学し、国土交通省が行っ
た災害対応を学習。午後は、胆沢ダム内部を見学しダムの効果について学習してもらいました。 
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